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情報 コー ドを読み取 る据置型の読取装置 （1 ) が提供 され る。 この装置 （1 ) は、読取 口 （5 ) を有
す るケース （3 ) を備 える。ケー ス （3 ) の 内部 には、撮像部 （2 3 ) 、結像 部 （2 7 ) 、反射部 （2
9 ) が収容 され てい る。反射部 （2 9 ) は 、読 取 口 （5 ) を介 して入 り込 む光 を結像 部 （2 7 ) に向 け
て反射 させ る。 この 反射 光 は結像 部 （2 7 ) に よ り撮像部 （2 3 ) の 受光領域 に導 かれ る。結像部 （2
7 ) は 、撮像部 （2 3 ) で撮像 可能 な視野範囲 を定めてい る。 この視野範 囲 と して、結像部 （2 7 ) と
反射部 （2 9 ) との 間に位置す る第 1 視野範 囲 （A R 1 ) と、反射部 （2 9 ) か ら読 取 口 （5 ) を介 し
てケー ス （3 ) の外部 に向 けて位置す る第 2 視野範 囲 （A R 2 ) とに よ り構成 され る。反射部 （2 9 )
の光の反射領域 の下端 は、少な くとも第 1 視野範 囲 （A R 1 ) の 下端 に位置 して お リ、結像部 （2 7 )
が、第 2 視野範 囲 A R 2 か ら外れ た位置 に配置 され ている。



明 細 書

発明の名称 ：据置型の情報コー ド読取装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、情報コー ドを読み取る読取装置に係り、特に、据置型の情報コ

- ド読取装置に関するものである。

背景技術

[0002] 現在、バーコ一 ドゃQ R コー ド （登録商標）等の情報コー ドを読み取る情

報コー ド読取装置が広く提供されている。特に、店舗などでは据置型の読取

装置も用いられている （例えば特許文献 1参照）。据置型の情報コー ド読取

装置は、一般的に、読取口が形成されたケースを備えており、このケース内

に撮像部等の各種部品が収容されている。このケース （即ち装置本体）は、

載置面上に載置されて使用される。そして、使用時には、読取口を介 して情

報コ一 ドを撮像 し、その撮像画像に基づいて公知の解読方法でその情報コ一

ドを解読する構成となっている。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開平 8 _ 1 3 8 9 1号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] ところで、据置型の情報コー ド読取装置によって読み取りを行う場合、例

えば載置面上に載置された読取装置に対 して使用者が読取対象物を翳すこと

で、当該読取対象物に付された情報コ一 ドを読取装置に認識させるようなや

り方が一般的である。つまり、携帯型のように読取装置を読取対象物に近づ

けるのではなく、読取対象物を読取装置に近づけるような読み取らせ方が一

般的であるため、使用者がそれほど位置合わせに気を使わずとも良好に読み

取られることが望ましい。特に、使用者が読取対象物を読取口に接触させる

ケースも想定されるため、読取装置では、読取対象物が読取口に近接或いは



当接 した場合であ つてもこれに付 された情報 コ一 ド全体 を良好に撮像する必

要がある。但 し、そのためには、読取 口付近で視野範囲が広 く確保 されるよ

うに光学系 （受光センサ及び結像 レンズ）か ら読取 口までの距離 を大 きくす

る必要があ り、その結果、装置サイズの大型化、特 に厚 さの増大を招 いてい

た。

[0005] そ こで、 このような厚 さの増大の問題 を解消するには、読取 口か ら入 り込

む光 を反射 させ る反射部 を設 け、情報 コー ドか らの反射光 を反射部で反射 さ

せ ると共 に、その反射部で反射 した光 を結像 レンズによって受光センサに結

像 させ る構成 も想定される。 しか し、 この構成では、結像部か らケース外 ま

で続 く視野範囲の経路がケ一ス内において折れ曲がるように設定されること

になる。つまり、 ケースの厚 さをそれほど大 きくしな くても、光学系か ら読

取 口までの距離 （視野範囲の経路の距離）を大 きく確保 しやすいため、 ケー

スの厚 さを低減 しやす くなる。

[0006] しか しなが ら、 このように反射部 を用いて光学系か ら読取 口までの距離 （

視野範囲の経路の距離）を確保する場合、反射部で折 り曲げ られた視野範囲

(反射部か らケース外に続 く視野範囲）に結像部の一部が入 り込む という新

たな問題が生 じる。 このように結像部の一部が視野範囲に入 り込んで しまう

と、その入 り込んだ結像部の一部が撮像部 に撮像 されて しまい、その部分が

情報 コ一 ドの撮像領域 と して利用で きな くな って しまう。

[0007] 本発明は、上述 した課題 を解決するためになされたものであ り、装置全体

の厚 さを小 さ く抑 えることがで き、且つ読取 口付近 において情報 コ一 ドを撮

像 し得 る領域 を広 く確保 しやすい据置型情報 コー ド読取装置 を提供すること

を目的 とする。

課題を解決するための手段

[0008] 上記 目的を達成するため、本発明に係 る据置型情報 コー ド読取装置 によれ

ば、読取 口が形成 されたケース と、所定の受光領域が設定された撮像部 と、

前記ケースの内部 に収容 され、前記ケース外か ら前記読取 口を介 して入 り込

む光 を反射 させ る反射部 と、前記撮像部で撮像可能 となる視野範囲を定める



と共に、前記ケース外から前記読取口を通過 して入り込み且つ前記反射部で

反射 した光を前記受光領域に導 く構成をな し、前記視野範囲内に前記情報コ

- ドが配されたときに当該情報コ一 ドの像を前記受光領域に結像させる結像

部と、を備える。前記結像部による前記視野範囲として、当該結像部と前記

反射部との間に位置する第 1視野範囲と、当該第 1視野範囲に続 くように且

つ前記反射部から前記読取口に向けて位置する第 2 視野範囲とが定められ、

前記反射部の反射領域の下端は、少なくとも前記第 1視野範囲の下端に位置

しており、前記結像部は、前記第 2 視野範囲から外れた位置に配置されてい

る。

発明の効果

[0009] この発明によれば、ケース外から読取口を介 して入り込む光を反射させる

反射部を備えており、この反射部で反射 した光を受光領域に導 くように結像

部が設けられている。そ して、この結像部による視野範囲として、当該結像

部と反射部との間に構成される第 1視野範囲と、当該第 1視野範囲に続 くよ

うに反射部から上方側に構成される第 2 視野範囲とが定められている。この

ように、ケース内に反射部を介在させ、結像部からケース外まで続 く視野範

囲の経路 （即ち、読取口から入り込んだ光を結像部に導 く経路）をケース内

において折れ曲がるように構成することで、ケースの厚さをそれほど大きく

しなくても、光学系から読取口までの距離 （読取口から入り込んだ光が結像

部に入り込むまでの光路長）を大きく確保 しやすくなる。これにより、ケ一

スの厚さを低減 して小サイズ化を図ることができる。

[001 0] 更に、本発明では、反射部の反射領域の下端が、少なくとも第 1視野範囲

の下端に位置 している。このため、第 1視野範囲の下端側において反射領域

から外れた部分が映り込むことを防止でき、且つ反射部を結像部に適度に近

づけて効率的に配置することができる。また、結像部は、第 1視野範囲から

折 り返された第 2 視野範囲の外側に外れている。このため、結像部の一部が

撮像部に映り込んで しまうことがなく、結像部の映り込みに起因する視野範

囲の縮小を防ぐことができる。



[001 1] 上記構成において、前記反射部の反射領域は、前記第 1視野範囲の下端か

ら上端まで続いていることが望ましい。この場合、第 1視野範囲の下端から

上端までを網羅するように反射領域が配置されるため、反射領域の上側や下

側が映り込むことを防ぐことができ、このような映り込みに起因する視野範

囲の縮小をより確実に抑えることができる。

[001 2] さらに、前記ケースにおいて当該据置型情報コー ド読取装置を載置する載

置面側に設けられた底壁部と、前記読取口が形成された読取側壁部とが対向

して設けられていることが望ましい。そ して、前記底壁部と前記読取側壁部

との対向方向を上下方向としたとき、前記第 2 視野範囲の中心となる光軸が

前記上下方向となっていることが望ましい。

このように第 2 視野範囲の光軸を上下方向に揃えると、ユーザが情報コ一

ドを水平に翳 したときに情報コ一 ドの傾きを抑えて良好に撮像 しゃすくなり

、歪んだコ一 ド画像が撮像されにくくなる。

[001 3] さらに、前記ケースにおいて当該据置型情報コー ド読取装置を載置する載

置面側に設けられた底壁部と、前記読取口が形成された読取側壁部とが対向

して設けられていることが望ましい。そ して、前記底壁部と前記読取側壁部

との対向方向を上下方向としたとき、前記結像部の下端部と前記反射部の下

端部とが前記上下方向において略同位置となっていることが望ましい。

この構成によれば、結像部及び反射部の一方が他方よりも下方に突出 しす

ぎないため、結像部と反射部をケース内の下方寄 りの位置に揃えて効率的に

配置 しやすくなる。

[0014] 更に例えば、前記第 1視野範囲の中心となる光軸及び前記第 2 視野範囲の

中心となる光軸を通る平面を切断面とした断面において、前記第 2 視野範囲

の両境界が前記読取口の内周部を通る構成となっていることが望ましい。こ

の構成では、読取口が視野範囲内に入り込みすぎず、視野範囲をより広 く確

保することができる。特に読取口近傍では、読取口内に収まるように情報コ

— ドが配置されれば、確実に視野範囲内に収まることになり、情報コー ド全

体を確実に撮像 しゃすくなる。



[001 5] さらに、前記ケース において当該据置型情報 コー ド読取装置を載置する載

置面側に設けられた底壁部 と、前記読取口が形成された読取側壁部 とが対向

して設けられ、前記底壁部 と前記読取側壁部 との対向方向を上下方向とし、

前記上下方向と直交する平面方向を水平方向としたとき、前記第 1 視野範囲

の中心 となる光軸が前記水平方向に対 して傾斜 した下向きに設定されていて

もよい。

[001 6 ] このように構成すると、ケース内において、結像部から読取口に至るまで

の視野範囲の経路 （光路長）をより長 く確保することができるため、装置全

体の上下方向 （高さ方向）のサイズをより小さくしゃす くなる。 これにより

、装置の一層の小型化を図ることができる。

図面の簡単な説明

[001 7 ] 添付図面において ：

[ 図 1] 図 1 は、第 1 実施形態に係る据置型情報 コー ド読取装置を概略的に示す

平面図である。

[ 図2] 図 2 は、図 1 の据置型情報コー ド読取装置の A — A 断面を概略的に示す

断面概略図である。

[ 図3] 図 3 は、図 1 の据置型情報コー ド読取装置の B — B 断面を概略的に示す

断面概略図である。

[ 図4 ] 図 4 は、図 1 の据置型情報 コー ド読取装置の電気的構成を概略的に例示

するプロック図である。

[ 図5] 図 5 は、図 2 の断面を部分的に拡大 して示す断面拡大図である。

[ 図6] 図 6 は、反射部の反射面、第 1 視野範囲、及び第 2 視野範囲の境界 （縁

) を 3 次元的に説明する斜視図である。

[ 図7] 図 7 は、図 3 の断面を部分的に拡大 して示す断面拡大図である。

[ 図8] 図 8 は、第 1 実施形態の変形例 1 を示す断面概略図である。

[ 図9] 図 9 は、第 1 実施形態の変形例 2 を示す断面概略図である。

発明を実施するための形態

[001 8 ] [ 第 1 実施形態]



以下、本発 明の光学 的情報読取装置 を具現化 した第 1 実施形態 について、

図面 を参照 して説明する。

(光学 的情報読取装置の全体構成）

図 1 に示す据置型情報 コー ド読取装置 1 (以下、単 に読取装置 1 ともい う

) は、机や棚 な どの上面 を載置面 と して この載置面上 に載置 される据置型装

置 と して構成 されてお り、バー コー ド等の一次元 コー ドや Q R コー ド （登録

商標 ）等の二次元 コ一 ドな ど情報 コ一 ドを読み取 る情報 コ一 ドリ一ダ と して

の機能 を有 している。

[001 9] 読取装置 1 は、例 えば A B S 樹脂等の樹脂材料 によって構成 されるケー ス

3 を備 えている。 このケー ス 3 は、上 ケー ス 4 a と下ケー ス 4 b と備 え、全

体 と して箱状 に構成 されている。

この箱状 のケー ス 3 は、 図 1 に示すように、長手方向及び短手方向を有 す

る略長方形 を成 している。 このため、 その長手方向を幅方向 （又 は左右方向

) と呼び、 その短手方向を前後方向 と呼ぶ ことにする。 この ケー ス 3 は据置

型であるので、 その幅方向及び前後方向に直交する高 さ方向を上下方向 と呼

ぶ ことにする （図 1 ， 2 参照）。

[0020] 図 1 〜図 3 に示すように、 ケー ス 3 の内部 には、後述する反射部 2 9 、結

像部 2 7 、撮像部 2 3 な どの各種部 品が収容 されている。 また、 ケー ス 3 の

上面部 （読取側壁部 3 a ) には、 当該読取側壁部 3 a を厚 さ方向 （上下方向

) に貫通 した構成 で矩形状 （図 1 のように平面視 した ときの開 口形状 が矩形

状）の読取 口 5 が形成 されている。 そ して、反射部 2 9 、結像部 2 7 、撮像

部 2 3 によって構成 される光学系は、 この読取 口 5 を介 してケー ス 外の情報

コ一 ドを撮像 するように機能する。

[0021 ] また、箱状 に構成 されるケー ス 3 には、据置型情報 コー ド読取装置 1 を載

置するときの載置面側 （載置面 F 側） に設 け られる底壁部 3 b と、読取 口 5

が形成 された読取側壁部 3 a とが対向 して設 け られている。 そ して、底壁部

3 b が載置面 F に支持 されるように配置 され、 この底壁部 3 b と対向する読

取側壁部 3 a が、情報 コ一 ドC を翳す側 の露 出壁部 と して構成 されている。



[0022] なお、本構成では、底壁部 3 b と読取側壁部 3 a との対向方向 （即ち、ケ

—ス 3 の厚さ方向であり、図 2 に示す載置面 F と直交する方向）は上下方向

と一致 し、この読取口5 が形成された側 （読取側壁部 3 a の側）を上方側、

それとは反対側 （底壁部 3 b の側）を下方側としている。また、この上下方

向と直交する平面の方向は水平方向でもある。

[0023] ケース 3 の上面側には、読取口5 を閉塞 した構成で、プレー ト7 が配置さ

れている。このプレー ト7 は、所定の厚さの平坦な板として構成され、ケ一

ス 3 の外部からの光が透過可能となる光透過性の部材 （例えば、透明なァク

リル樹脂や透明ガラス等）によって構成されている。このプレー ト7 は、防

塵プレー 卜として機能 しており、図 1 のように平面視 したときに読取口5 の

開口領域内のほぼ全体を網羅する構成で配置され、読取口5 を閉塞 している

。そ して、このようにプレー ト7 が読取口5 を閉塞することで、ケース 3 の

内部にケース外からの異物 （塵や埃など）が入り込みにくくなつている。

[0024] 次に、読取装置 1 の電気的構成について説明する。図4 に示すように、読

取装置 1 は、主に、照明光源 2 1、結像部 2 7 、撮像部 3 3 等の光学系と、

メモリ3 5 、制御回路 4 0 等のマイクロコンピュータ （以下 「マイコン」と

いう）系と、図示 しない電源部、電源スィッチ等の電源系とを備えている。

[0025] 光学系は、投光光学系と、受光光学系とに分かれている。投光光学系を構

成する照明光源 2 1 は、照明光C 1、C 2 を照射可能な光源として機能する

ものであり、例えば、赤色の L E Dなどによって構成されている。この照明

光源 2 1 は、プレー ト7 の周囲において複数個設けられており、図 3 、図4

では、 2 つの照明光源 2 1 a ，2 1 b が左右に設けられた例を示 している。

なお、図4 では、 2 つの照明光源 2 1 a ，2 1 b により情報コー ドC が表示

された読取対象物 Rに向けて照明光C 1、C 2 が照射される様子を概念的に

示 している。

[0026] 受光光学系は、撮像部 2 3 、結像部 2 7 、反射部 2 9 (図 1、図 2 等）な

どによって構成されている。撮像部 2 3 は、例えばC C D素子やC M O S 素

子などの固体撮像素子が二次元的に配列された受光センサ （エリァセンサ）



な どによって構成 されてお り、結像部 2 7 側 にケ ー ス外か らの光 を受光 し得

る受光面 2 3 a が配置 されている。そ して、撮像部 2 3 は、情報 コー ドC ま

たは読取対象物 Rに照射 されて反射 した反射光 L r (図 4 参照）を受光可能

に構成 されている。 この撮像部 2 3 は、反射部 2 9 で反射 された光が結像部

7 を通過 して受光面 2 3 a に入 り込 もうとする入射光 を受光 し得 るように

基板 2 4 に実装 されている。 また、撮像部 2 3 は、受光面 2 3 a において光

を検 出 しうる領域 （固体撮像素子が配置 された領域）が 「所定の受光領域」

と して設定されてお り、図 2 等では、撮像部 2 3 における受光領域の範囲を

符号 D 1 にて概念的に示 している。即ち、受光面 2 3 a において当該範囲 D

1 に入射する光が撮像部 2 3 に検 出されるようにな っている。撮像部 2 3 に

おける受光領域の範囲は、例 えば受光面 2 3 a において光軸 L 1 を中心 とす

る上下方向所定範囲 とな ってお り、且つ光軸 L 1 を中心 とする左右方向 （幅

方向）の所定範囲 とな っている。なお、図 2 等 に示す例では、受光面 2 3 a

が前後方向 とほぼ直交 して配置 されている。

[0027] 結像部 2 7 は、公知の結像 レンズによって構成 され、結像光学系 と して機

能 してお り、外部か らプ レー ト7 を介 して入射する入射光 （具体的には、 当

該入射光が反射部 2 9 で反射 した光）を集光 し、撮像部 2 3 の受光面 2 3 a

に像 を結像するように機能する。本構成では、例 えば照明光源 2 1 か ら照射

された照明光 C 1、 C 2 を情報 コ一 ドC に当てなが ら当該情報 コ一 ドC を撮

像 し得 るようにな つてお り、結像部 2 7 は、情報 コー ドC が視野範囲内 （撮

像エ リア内）に配置 された ときに、 この情報 コー ドC か らの反射光 L r を集

光 し、撮像部 2 3 の受光面 2 3 a に情報 コ一 ドC の像 を結像 させ るように構

成 されている。 また、結像部 2 7 と しては、焦点距離が短 く画角の広い広角

レンズを好適 に用いることがで きる。

[0028] マ イ コ ン系は、 増幅回路 3 1、 六 変換回路 3 4 、 メ モ リ 3 5 、 ァ ドレ

ス発生回路 3 6 、 同期信号発生回路 3 8 、制御回路 4 0 等 によって構成 され

てお り、例 えば上述 した光学系によって、撮像 された情報 コー ドC の画像信

号 を信号処理するように構成 されている。具体的には、情報 コー ドC が撮像



部 2 3 によつて撮像 されたときの画像データをメモ リ3 5 に記憶可能に構成

されてお り、制御回路 4 0 は、 このような情報 コー ドC の画像デ一タを解析

し、当該情報 コ一 ドC に記録 されたデータを公知の解読方法で解読するよう

に構成 されている。

さらに、上述 した制御回路 4 0 を含む各種の電気回路部品は、 この読取装

置 1 の内部 において例えば図 2 に符号 C B で示す部分に実装 されている。

[0029] なお、図 4 では、図示を省略 しているが、読取装置 1 には押圧ボタンなど

の操作部が設けられていてもよ く、 この構成では、ュ一ザが操作部 を操作 し

たときにその操作に応 じた信号が制御回路 に入力されることとなる。 また、

公知の通信インタフェースが設けられていてもよ く、 この構成では、読取装

置 1 か ら図示 しない外部装置に情報 を送信 した り、読取装置 1 が外部装置か

ら情報 を受信 した りすることが可能 となる。 また、 ランプや表示装置などの

表示部が設けられていてもよい。

[0030] 読取対象 となる情報 コー ドC と しては、例えばQ R コー ド （登録商標）な

どが挙 げられ、公知のコー ドであれば、データマ トリックスコー ドやマキシ

コー ドなどの他の二次元 コー ドであってもよい。或いは、バーコー ドなどの

公知の一次元 コー ドであってもよい。 また、読取対象 となる情報 コー ドC の

形成方法は特 に限定されず、印刷、ダイ レク トマ一キング、画像表示など様

々な方法が想定される。 また、読取対象物の材質や用途 も様 々であ り、金属

材料、樹脂材料、紙など、様 々な材料が対象 とな り、携帯端末 （携帯電話機

やスマー トフォンなどの携帯型情報処理装置）などであってもよい。

[0031 ] 次 に、 この読取装置 1 の特徴的構成 について詳述する。

上述 したように、本構成では、ケース 3 の内部 に反射部 2 9 、結像部 2 7

、撮像部 2 3 が収容されている。 また、 プレ一 卜7 の外側の領域 に照明光源

2 1 が設けられている。以下では、 これ らケース 3 、反射部 2 9 、結像部 2

7 、撮像部 2 3 、照明光源 2 1 についてより詳細 に説明する。

[0032] 本構成では、ケース 3 の上面部 （上壁部） と して、板状の読取側壁部 3 a

が設けられている。 この読取側壁部 3 a は、板状 に構成 される上ケース 4 a



のほぼ全体を構成 しており、全体的にある程度の厚さ範囲で構成されている

。そ して、図 1 のように平面視 したときの読取側壁部 3 a の長手方向中央部

及び短手方向中央部を貫通する構成で、平面視矩形状の読取口5 が貫通孔と

して矩形状に形成されている。

[0033] この読取口5 は、図 1 のように平面視 したときに、開口領域内に反射部 2

9 の反射領域 （反射面の領域）が全て収まるようなサイズ及び位置で形成さ

れている。即ち、幅方向において、読取口5 の幅方向一端部 5 a と幅方向他

端部 5 b との間に反射部 2 9 の幅方向一端部と他端部が配置され、前後方向

において、読取口5 の前後方向一端部 5 c と前後方向他端部 5 d との間に反

射部 2 9 の前後方向一端部と他端部が配置されている。なお、読取口5 の幅

方向一端部 5 a と幅方向他端部 5 b の縁部は、いずれも前後方向に直線状に

延びており、読取口5 の前後方向一端部 5 c と前後方向他端部 5 d はいずれ

も幅方向 （左右方向）に直線状に延びている。

[0034] 図 2 、図 3 のようにケース 3 の底壁部 3 b は、ケース 3 の下面部として板

状に構成されており、読取装置 1 が載置面 F に載置されるときに、当該底壁

部 3 b の下面側が載置面 F に支持される構成となっている。この底壁部 3 b

は、厚さ方向を上下方向とする構成で外面 （下面）が略平坦面として構成さ

れている。そ して、箱状に構成されるケース 3 の底として機能 している。な

お、読取側壁部 3 a (上面部）と底壁部 （下面部）との間には、ケース 3 内

の収容空間 （反射部 2 9 、結像部 2 7 、撮像部 2 3 などが収容される空間）

の周囲を取 り囲むように側壁部 3 c が設けられている。この側壁部 3 c は、

幅方向両側に配置される一対の側壁と、前後方向両側に配置される一対の側

壁とを備えており、これら四方の側壁が環状に連結 して配置されている。こ

のように環状に配置された側壁部 3 c (周壁部）の上側を部分的に閉塞する

構成で読取側壁部 3 a (上面部）が配置され、側壁部 3 c の下側全体を閉塞

する構成で底壁部 3 b (下面部）が配置されている。

[0035] このように構成されたケ一ス 3 に組み付けられる構成で、読取口5 を閉塞

する光透過性のプレ一 卜7 が配置されている。本構成では、読取口5 の下側



の位置において読取側壁部 3 a と底壁部 3 b との間に凹部 6 が形成されてい

る。この凹部 6 の上端部に形成される開口は、読取口5 の開口と同程度或い

は読取口5 の開口よりもやや大きいサイズとなっており、読取口5 の下側に

おいて下方に凹む構成で凹部 6 が箱状に形成されている。そ して、この凹部

6 の内部に組み付けられる構成で、反射部 2 9 及び結像部 2 7 が配置されて

いる。プレー ト7 は、このような凹部 6 の上端の開口を閉塞するように凹部

6 の上部に当接 して配置されている。即ち、プレー ト7 は、凹部 6 内に収容

される反射部 2 9 及び結像部 2 7 の上側を覆う構成で配置されており、図 1

のように平面視 したときには、プレー 卜7 を介 して凹部 6 内の反射部 2 9 及

び結像部 2 7 が視認されるようになつている。また、図 2 、図 3 のように、

プレ一 卜7 は、読取側壁部 3 a に形成された読取口5 を下側から閉塞するよ

うに配置されている。なお、本構成では、プレー ト7 は、読取口5 の下側を

閉塞 し、読取口5 をほぼ閉 じた状態としているが、図 3 に示すように、読取

口5 の一部とプレー 卜7 の間には隙間があり、読取口5 の全周がプレー 卜7

に完全に密着 しない構成となっている。

[0036] このように、本構成では、ケース 3 の上面部に形成された読取口5 と、ケ

—ス 3 の内部に形成された凹部 6 の開口部との間にプレー 卜7 が介在 し、読

取口5 の開口領域と凹部 6 の開口領域との間の連通をプレー 卜7 が遮断する

ようになつている。図 2 、図 3 のように、プレー ト7 は、透明且つ平坦な板

材として構成され、その板面 （上面 7 a 及び下面 7 b ) と直交する方向が上

下方向となるように略水平に配置されている。

[0037] 反射部 2 9 は、例えばミラ一として構成され、ケース 3 内に収容され、ケ

—ス 3 の外側から読取口5 を介 して入り込む光を反射させるように機能する

。この反射部 2 9 は、反射面 2 9 a が斜め上側且つ前後方向一方側を向く構

成で配置されており、ケース 3 の上方側から読取口5 を通って入り込んだ光

を前後方向一方側に反射するように構成されている。より具体的には、反射

面 2 9 a が平坦に構成され、この反射面 2 9 a が、上下方向及び前後方向と

平行な仮想平面と直交するように配置されており、例えば上下方向と平行に



入 り込んだ光を水平 に反射するように配置されている。

[0038] また、反射部 2 9 の上端部 2 9 c は、上下方向においてプレー ト7 に近接

する位置 （凹部 6 の上端の開口に近接する位置）に配置され、反射部 2 9 の

下端部 2 9 d は、底壁部 3 b の上面に近接 して配置されている。 また、反射

部 2 9 は、下端部 2 9 d の幅が最 も狭 く、上端部 2 9 c の幅が最 も広 くなる

ように、上方 となるにつれて幅が広 くなる構成 となっている。そ して、反射

面 2 9 a の領域 （反射領域）も上方 となるにつれて幅が広 くなる構成 となつ

ている。

[0039] 結像部 2 7 は、上述 したように広角 レンズと して機能する結像 レンズによ

つて構成 され、図 2 、図 3 のようにプレー ト7 か ら離れた位置に配置されて

いる。 この結像部 2 7 は、ケース 3 の内外において撮像部 2 3 で撮像可能 と

なる視野範囲を定め、ケース 3 の外部 に設定された視野範囲内に情報 コ一 ド

C が配置されたときに当該情報 コ一 ドC の像 を撮像部 2 3 の受光領域 に結像

させるように機能する。

[0040] この結像部 2 7 は、ケース 3 の外部か ら読取 口 5 を通過 して入 り込み且つ

反射部 2 9 で反射 した光を撮像部 2 3 の受光領域 に導 く構成 となってお り、

図 2 等に示すように、視野範囲と して、当該結像部 2 7 と反射部 2 9 との間

に構成 される第 1 視野範囲 A R 1 と、当該第 1 視野範囲 A R 1 に続 くように

反射部 2 9 か ら上方側 に構成 される第 2 視野範囲 A R 2 とを定めている。つ

まり、 この第 1 視野範囲 A R 1 及び第 2 視野範囲 A R 2 を撮像ェ リアとする

ように、視野範囲か らの光を撮像部 2 3 の受光領域 に向けて集光 し結像 させ

ている。 また、第 1 視野範囲 A R 1 は、結像部 2 7 によって集光されて直接

撮像部 2 3 に撮像

される視野範囲であ り、第 2 視野範囲 A R 2 は、反射部 2 9 に映 り込んだ画

像が撮像部 2 3 に撮像 される視野範囲である。

[0041 ] 図 2 、図 5 、及び図 6 に示すように、第 1 視野範囲 A R 1 は、結像部 2 7

と反射部 2 9 との間の空間において撮像部 2 3 によって撮像 される 3 次元の

視野範囲であ り、その先端の開口は反射部 2 9 に近づ くにつれて徐 々に広 く



なるように設定されている。また、第 1視野範囲A R 1 の中心となる光軸 L

1 は、水平方向 （具体的には、前後方向）となっており、反射面 2 9 a との

なす角度が4 5 ° となっている （図 2 参照）。そ して、図 2 のように、光軸

L 1 を通り上下方向と平行な平面を切断面として読取装置 1 を切断 した場合

、当該切断面上において第 1視野範囲A R 1 が上下に最も広がるようになつ

ている。

[0042] 図 2 に示す切断面 （光軸 L 1 を通り上下方向と平行な切断面）では、第 1

視野範囲A R 1 の下限の境界 （縁）A 1 は、反射部 2 9 に近づくにつれて低

位置 （下位置）となり、第 1視野範囲A R 1 の上限の境界 （縁）A 2 は、反

射部 2 9 に近づくにつれて高位置 （上位置）となるように構成されている。

また、図 2 に示す切断面 （図 1 に示すA —A 位置の切断面であり、読取装置

を左右方向中心位置において左右方向と直交する方向に切断 した切断面）

において、第 1視野範囲A R 1 の下限の境界A 1 が反射部 2 9 の反射面 2 9

a に達 した位置 （境界A 1 と反射面 2 9 a とが交わる位置）が第 1視野範囲

A R 1 の下端位置となっている。また、第 1視野範囲A R 1 の上限の境界A

2 が反射部 2 9 の反射面 2 9 a に達 した位置 （境界A 2 と反射面 2 9 a とが

交わる位置）が第 1視野範囲A R 1 の上端位置となっている。

[0043] 図 2 のように、本構成では、反射部 2 9 の反射領域 （反射面 2 9 a の領域

) の下端が、少なくとも第 1視野範囲A R 1 の下端に位置 しており、反射部

9 の反射領域において、第 1視野範囲A R 1 の下端から上端まで続いてい

る。なお、ケース 3 の上下方向の厚さに余裕がある場合には、設計上、その

余裕に応 じて、反射部 2 9 の反射領域の下端が第 1視野範囲A R 1 の下端よ

りも下側に位置 していてもよい。

[0044] このように、反射部 2 9 は、図 2 のような切断面において第 1視野範囲A

R 1 の上下方向全領域を網羅するように反射面 2 9 a が配置されている。例

えば、図 2 に示す切断面において、反射領域 （反射面 2 9 a の領域）の上端

部 2 9 c は、第 1視野範囲A R 1 の上端位置よりも上側に位置 し、反射領域

(反射面 2 9 a の領域）の下端部 2 9 b は、第 1視野範囲A R 1 の下端位置



よりも下側に位置 している。より具体的には、撮像部 2 3 の受光領域の全領

域に反射面 2 9 a の全体が映り込むように配置されている。つまり、第 1視

野範囲A R 1 を形成する境界のうち、反射部 2 9 側に位置する境界 （縁）は

、全て、反射面 2 9 a が担っている。このため、撮像部 2 3 は、反射面 2 9

a の縁に隣接する他の部分 （反射面 2 9 a 以外の部分）を撮像せず、第 2 視

野範囲A R 2 の全体を撮像 し得るようになつている。

[0045] —方、図 6 の斜視図によく表されているように、第 2 視野範囲A R 2 は、

上述の第 1視野範囲A R 1 に連続 し且つ反射部 2 9 にて折 り返された 3 次元

の視野範囲である。この第 2 視野範囲A R に存在する物体等が反射部 2 9

に映り且つ反射され、撮像部 2 3 によって撮像されるようになっている。逆

に、第 2 視野範囲A R 2 の外側の視野は、撮像部 2 3 に撮像されないように

なっている。

[0046] 本構成では、反射面 2 9 a が水平方向に対 して4 5 度の角度で傾斜 した構

成となっている。そ して、反射部 2 9 に対 し、前後方向一方側に結像部 2 7

が配置されており、第 1視野範囲A R 1 の光軸 L 1 が前後に延びる構成とな

つている。従って、第 2 視野範囲A R 2 の中心となる光軸 L 2 は上下方向に

延びている。そ して、図 6 に示すように、第 1視野範囲A R 1 が反射部 2 9

にて折 り返された第 2 視野範囲A R 2 は、上方となるにつれて範囲が広くな

るように設定されており、図 2 のような断面 （光軸 L 1、 L 2 を通る断面）

では、上方となるにつれて第 2 視野範囲A R 2 が前後に広がるようになって

いる。

[0047] 具体的には、光軸 L 2 を中心として上方となるにつれて前後に範囲が広く

なるように第 2 視野範囲A R 2 が設定されており、同様に、光軸 L 2 を中心

として上方となるにつれて左右に範囲が広くなるように第 2 視野範囲A R 2

が設定されている。そ して、結像部 2 7 は、第 2 視野範囲A R 2 から外れた

位置に配置されている。即ち、第 2 視野範囲A R 2 の前後方向一方側の境界

(縁） B 1 よりも前後方向一方側に外れた位置に結像部 2 7 が配置されてい

る。このように結像部 2 7 の一部が第 2 視野範囲A R 2 に入り込まないよう



に構成されているため、結像部 2 7 の一部が反射部 2 9 に映り込んで撮像部

3 に撮像されて しまうことがなく、このような映り込みに起因する撮像ェ

リアの縮小が抑えられている。また、図 2 のように、結像部 2 7 のレンズ部

分は、反射部 2 9 の反射領域の下端部 2 9 b よりも上位置に配置され、上端

部 2 9 c よりも下位置に配置されており、このような上下方向の位置におい

て、結像部 2 7 の前後方向の一端部 （反射部 2 9 側の端部）は、読取口5 の

前後方向他端部 5 d と光軸 L 2 との間に配置されている。このように配置す

ることで、結像部 2 7 の映り込みを防ぎつつ、読取口5 の下方側の領域を生

かすことができる。

[0048] また、本構成では、図 2 に示すように、結像部 2 7 の下端部 2 7 d と反射

部 2 9 の下端部 2 9 d とがいずれも底壁部 3 b の上面に近接 し、上下方向に

おいて互いに略同位置となっている。なお、図 2 の例では、結像部 2 7 の下

端部 2 7 d と反射部 2 9 の下端部 2 9 d とがいずれも底壁部 3 b の上面から

僅かに離れているが、これら下端部 2 7 d 、 2 9 d を底壁部 3 b に当接 して

配置するようにしてもよい。

[0049] また、図 2 に示すように、第 1視野範囲A R 1 の中心となる光軸 L 1及び

第 2 視野範囲A R 2 の中心となる光軸 L 1 を通る平面を切断面とした断面に

おいて、第 2 視野範囲A R 2 の両境界 （縁） B 1、 B が読取口5 の内周部

5 f の位置又は内周部 5 f に近接 した位置を通る構成となっている。なお、

図 2 の例では、第 2 視野範囲A R 2 の前後方向一方側の境界 B 1 と前後方向

他方側の境界 B 2 とがいずれも、読取口5 の内周部 5 f よりも僅かに内側を

通るようになっているが、これら境界 B 1、 B 2 がいずれも内周部 5 f を通

る構成となっていてもよい。

[0050] 次に、照明光源 2 1 について説明する。照明光源 2 1 は、プレー ト7 によ

つて閉塞された閉塞領域 （凹部 6 内の領域）の外側に配置され、読取口5 を

介 してケース 3 の外部に向けて照明光を照射するように構成されている。本

構成では、例えば図 3 のように、読取口5 を挟んで幅方向両側に照明光源 2

1 a 、 2 1 b がそれぞれ配置されている。そ して、照明光源 2 1 a 、 2 1 b



のいずれも、水平方向において読取 口 5 の位置か ら外れた位置に配置されて

いる。

[0051 ] 具体的には、図 1 のように平面視 したときの読取 口 5 の開口領域の外側 に

おいて、読取 口 5 の開口の周縁部 に覆われた構成で照明光源 2 1 a 、 2 1 b

が配置されている。 また、 これ ら照明光源 2 1 a 、 2 1 b は、凹部 6 の上端

部 に形成 された開口部 6 a の周囲 （平面視 したときに凹部 6 の開口の外側 に

外れた位置）に配置されてお り、凹部 6 の開口部 6 a を閉塞するプレー ト7

よりも外側 となっている。 これ ら照明光源 2 1 a 、 2 1 b は、上下方向にお

いてプレー 卜7 よりも上位置に配置され、 プレー 卜7 とは上下に重な らない

位置関係 となっている。

[0052] 図 3 等 に示す例では、凹部 6 の上端 に形成 された開口部 6 a の周囲を取 り

囲むように読取側壁部 3 a と隙間をあけて対向する壁部 5 1 (壁面が上側 に

面する壁部）が環状 に設けられている。 この壁部 5 1 の内縁部 には、上面が

壁部 5 1 の上面 5 1 a よ りも低い段差形状の段差部 5 7 が形成 されてお り、

この段差部 5 7 の上面にプレー 卜7 の周縁部 （具体的にはプレー 卜7 の下面

7 bにおける外縁付近）が支持 されている。そ して、 プレー ト7 の上面 7 a の

上下方向の位置 と、その周囲の壁部 5 1 の上面 5 1 a の上下方向の位置 とが

略同一 となるように揃 っている。

[0053] また、本構成では、 プレー ト7 の外面 （上面 7 a ) と直交する方向が上下

方向となってお り、ケース 3 の内部側が下方側、ケース 3 の外部側が上方側

となっている。 このような構成 において、照明光源 2 1 は、少な くともプレ

— 卜7 の上方位置に向けて照明光を照射する構成 となっている。具体的には

、壁部 5 1 の外側 （プレ一 卜7 か ら遠ざかる側）に、上面が壁部 5 1 の上面

5 1 a よ りも低い段差形状の段差部 5 8 が凹状 に形成 されてお り、 この段差

部 5 8 の上面に支持 される構成で基板が配置されている。そ して、 この基板

に実装 される構成で照明光源 2 1 が配置されてお り、壁部 5 1 とカバ一部 5

3 との間に形成 された隙間を通過させるように壁部 5 1 及び プレー 卜7 に沿

つて照明光を照射 している。



[0054] 照明光源 2 1 は、上下方向と直交する横方向 （水平方向）又は横方向に対

して傾斜 した斜め横方向に照明光を照射する構成となっており、左右方向一

方側に配置された照明光源 2 1 a からは、左右方向他方側に向けて照明光が

照射されるようになっている。また、左右方向他方側に配置された照明光源

2 1 b からは、左右方向一方側に向けて照明光が照射されるようになってい

る。

[0055] 例えば、図 7 のように、左右方向一方側に配置された照明光源 2 1 a の照

射面 2 1 c (発光面）は、左右方向他方側に向くように配置されている。ま

た、図 7 に示すように、照明光源 2 1 a の照射側において照明光源 2 1 a と

プレー ト7 の間に設けられた壁部 5 1 は、上面 5 1 a が平坦な水平面として

構成されると共に上下方向に位置が照明光源 2 1 a の下端位置と揃っており

、照明光源 2 1 a からプレー ト側に発せられる照明光は、照射範囲の下限が

ほぼ壁部 5 1 の上面 5 1 a の位置 （即ち、ほぼプレー ト7 の上面 7 a の位置

) となっている。また、照明光源 2 1 a から照射される照明光C 1 は、プレ

— 卜7 に近づくにつれて上方側に広がるようになつており、プレー 卜7 の中

心付近では、上下にある程度広がるようになっている。

[0056] また、照明光源 2 1 の上方側を覆う構成でカバ一部 5 3 が設けられている

。図 3 のように、読取側壁部 3 a (上面部）において読取口5 によって構成

される開口領域の外側の部分 （周縁部）がカバ一部 5 3 として構成されてお

り、このカバ一部 5 3 と壁部 5 1 とが間隔をあけて上下に対向 している。そ

して、照明光源 2 1 は、カバ一部 5 3 と壁部 5 1 との間に形成された経路 （

導光路）を通過させるように水平方向に沿つて照明光を照射するようになつ

ている。このように照明光源 2 1 の上方がカバ一部 5 3 によって覆われてい

るため、図 1 のように平面視 したときに照明光源 2 1 がカバ一部 5 3 の下に

隠れて見えなくなり、照明光源 2 1 からの光が直接使用者の目に入り込みに

くくなる。また、図 7 のように、カバ一部 5 3 は、壁部 5 1 に対向する位置

の下面 5 4 が水平面として構成されており、この下面 5 4 よりも読取口5 に

近い側 （位置 5 5 b よりも読取口5 側）の下面 5 5 は、読取口側の端部 5 5



a に近づくにつれて上位置となるように傾斜 しており、照明光源 2 1 から照

射されて徐々に上方側に広がろうとする光が、より上下に広がりやすくなつ

ている。

[0057] 本構成では、ケース外から読取口5 を介 して入り込む光を反射させる反射

部 2 9 が設けられており、この反射部 2 9 で反射 した光を撮像部 2 3 の受光

領域に導 くように結像部 2 7 が設けられている。そ して、この結像部 2 7 に

よる視野範囲として、当該結像部 2 7 と反射部 2 9 との間に位置する第 1視

野範囲A R 1 と、当該第 1視野範囲A R 1 に続き且つ反射部 2 9 から上方側

に折れ曲がるように位置する第 2 視野範囲A R 2 とが設定されている。この

ように、ケースの内部に反射部 2 9 を配置するとともに、結像部 2 7 からケ

—ス 3 の外まで続 く視野範囲の経路 （即ち、読取口5 から入り込んだ光を結

像部 2 7 に導 く経路）をケース 3 の内部において折れ曲がるように設定 して

いる。これにより、ケース 3 の厚さをそれほど大きくしなくても、光学系か

ら読取口5 までの距離 （読取口5 から入り込んだ光が結像部 2 7 に入り込む

までの光路長）をより大きくできる。これにより、ケース 3 の厚さを低減 し

て小サイズ化を図ることができる。

[0058] 更に、本構成では、反射部 2 9 の反射領域が、少なくとも第 1視野範囲A

R 1 の下端に位置 している。このため、第 1視野範囲A R 1 の下端側におい

て反射領域から外れた部分が撮像部 2 3 に映り込むことを防止でき、且つ反

射部 2 9 を結像部 2 7 に適度に近づけて省スペースで効率的に配置すること

ができる。また、結像部 2 7 は、第 1視野範囲A R 1 から折 り返された第 2

視野範囲A R 2 の外側に外れている。このため、結像部 2 7 の物理的な形態

の一部が撮像部 2 3 により撮像される画像に映り込んで しまうことがない。

したがって、結像部 2 7 の映り込みに起因する視野範囲の縮小を防ぐことが

できる。

[0059] また、本構成では、反射部 2 9 の反射領域が成す面が、第 1視野範囲A R

1 の下端から上端まで続いている。このように、第 1視野範囲A R 1 の下端

から上端までを網羅するように反射領域が配置されるため、反射領域の上側



や下側が映 り込むことを防 ぐことができ、 このような映 り込みに起因する視

野範囲の縮小をより確実に抑えることができる。

[0060] 更に、ケース 3 は、読取装置 1 を載置面 F に載置する際に載置面 F に支持

される底壁部 3 匕と、読取 口 5 が形成 された読取側壁部 3 a とが対向 して設

けられている。そ して、底壁部 3 b と読取側壁部 3 a との対向方向を上下方

向と したとき、第 2 視野範囲 A R 2 の中心 となる光軸 L 2 が上下方向となつ

ている。 このように第 2 視野範囲 A R 2 の光軸 L 2 を上下方向に揃えると、

ユーザが情報 コ一 ドC を水平 に翳 したときに情報 コ一 ドC の傾 きを抑えて良

好に撮像 しゃす くな り、歪んだコ一 ド画像が撮像 されに くくなる。

[0061 ] また、底壁部 3 b と読取側壁部 3 a との対向方向を上下方向と したとき、

結像部 2 7 の下端部 と反射部 2 9 の下端部 とが上下方向において略同位置 と

なっている。 この構成では、結像部 2 7 及び反射部 2 9 の一方が他方よりも

下方に突出 しすぎないため、結像部 2 7 と反射部 2 9 をケース内の下方寄 り

(底壁部 3 b 寄 り）の位置に揃えて効率的に配置 しやす くなる。

[0062] また、第 1 視野範囲 A R 1 の中心 となる光軸 L 1 及び第 2 視野範囲 A R 2

の中心 となる光軸 L 2 を通る平面を切断面 と した断面において、第 2 視野範

囲 A R 2 の両境界 B 1 、 B 2 が読取 口 5 の内周部 5 f の近傍又は内周部 5 f

を通る構成 となっている。 この構成では、読取 口 5 が視野範囲内に入 り込み

すぎず、視野範囲をより広 く確保することができる。特 に読取 口 5 近傍では

、読取 口内に収 まるように情報 コー ドが配置されれば、確実に視野範囲内に

収 まることにな り、情報 コ一 ド全体を確実に撮像 しやす くなる。

[0063] [他 の実施形態 ]

本発明は上記記述及び図面によつて説明 した実施形態に限定されるもので

はな く、例えば次のような実施形態 も本発明の技術的範囲に含 まれる。

[0064] 第 1 実施形態では、第 1 視野範囲 A R 1 の中心 となる光軸 L 1 が水平方向

となる例 を示 したが、 このような例 に限 られない。例えば、図 8 のように、

第 1 視野範囲 A R 1 の中心 となる光軸 L 1 が水平方向に対 して傾斜 した下向

きに設定されていてもよい。なお、図 8 の構成は、撮像部 2 3 、結像部 2 7



、反射部 2 9 の配置以外は第 1実施形態と同一である。例えば、ケース 3 の

構成や読取口5 の構成、照明光源 2 1 の構成、読取口5 と第 2 視野範囲A R

2 の関係などは第 1実施形態と同一であり、図 2 と同様、ケース 3 において

底壁部 3 b と読取側壁部 3 a とが対向 して設けられ、底壁部 3 b と読取側壁

部 3 a との対向方向が上下方向となっており、この上下方向と直交する平面

方向が水平方向となっている。そ して、この構成でも、反射部 2 9 の反射領

域の下端は、少なくとも第 1視野範囲A R 1 の下端に位置 しており、結像部

2 7 は、第 2 視野範囲A R 2 から外れた位置に配置されている。なお、図 8

の例では、第 1視野範囲A R 1 の光軸 L 1 が水平方向に対 して Θだけ傾いて

おり、反射部 2 9 の反射面 2 9 a は、水平方向に対 して4 5 —2 だけ傾

いている。また、第 2 視野範囲A R 2 の光軸 L 2 は、上下方向となっている

[0065] この図 8 の構成では、ケース内において、結像部 2 7 から読取口5 に至る

までの視野範囲の経路 （光路長）をより長 く確保することができるため、装

置全体の上下方向 （高さ方向）のサイズをより小さくしゃすくなる。これに

より、装置の一層の小型化を図ることができる。

[0066] 第 1実施形態では、照明光源 2 1 とプレー 卜7 との間に設けられた壁部 5

1 の上面 5 1 a が水平面となっていたが、図 9 のように変更 してもよい。図

9 の例でも、照明光源 2 1 とプレー 卜7 との間には、照明光源 2 1 から照射

された照明光の下方側への照射を制限するように壁部 5 1 が設けられている

。そ して、この壁部 5 1 の壁面 （上面 5 1 a ) は、照明光源 2 1側からプレ

— 卜7 側に近づくにつれて上位置となり、且つ壁面 （上面 5 1 a ) における

上端位置 （プレー ト側の端部の上端位置）がプレー ト7 の外面 （上面 7 a )

よりも上位置となっている。なお、図 9 の変形例は、壁部 5 1以外の構成は

、第 1実施形態又は第 1実施形態の変形例 （図 8 等）と同一とすることがで

きる。この構成では、照明光源 2 1 から照射された照明光 （特に照明光の下

限の境界付近）が斜め上向きに案内されるため、照明光がプレー ト7 側に入

り込みにくくなる。従って、プレー ト7 内に入り込んだ照明光が外乱光とし



て撮像されたり、プレー 卜7 で反射 した照明光によってユーザに眩 しさを感

じさせたりすることを効果的に抑えることができる。

[0067] 上記実施形態では、読取口5 を挟んで幅方向両側に照明光源がそれぞれ配

置された例を示 したが、読取口5 を挟んで前後方向両側に照明光源がそれぞ

れ配置されていてもよい。また、照明光源は、読取口5 に対 して幅方向一方

側のみに設けられていてもよく、読取口5 に対 して前後方向一方側のみに設

けられていてもよい。

符号の説明

[0068] 1 据置型情報コー ド読取装置

3 ケース

3 a 読取側壁部

3 b 底壁部

5 読取口

5 a 内周部

7 プレー 卜

1 照明光源

2 3 撮像部

7 結像部

2 9 反射部

5 1 壁部

5 3 カバ一部

載 囬

A R 1 第 1視野範囲 （視野範囲）

A R 2 第 2 視野範囲 （視野範囲）

L 1 第 1視野範囲の光軸

L 2 第 2 視野範囲の光軸



請求の範囲

[ 請求項 1] 読取 口が形成 されたケース と、

所定の受光領域が設定された撮像部 と、

前記ケー ス の 内部 に収容 され、前記ケー ス 外か ら前記読取 口を介 し

て入 り込む光 を反射 させ る反射部 と、

前記撮像部で撮像可能 となる視野範囲を定めると共 に、前記ケー ス

外か ら前記読取 口を通過 して入 り込み且つ前記反射部で反射 した光 を

前記受光領域 に導 く構成 をな し、前記ケー ス 外において前記視野範囲

内に情報 コ一 ドが配 された ときに当該情報 コ一 ドの像 を前記受光領域

に結像 させ る結像部 と、

を備 え、

前記結像部 による前記視野範囲 と して、 当該結像部 と前記反射部 と

の間に位置する第 1 視野範囲 と、 当該第 1 視野範囲に続 くように且つ

前記反射部か ら前記読取 口に向けて位置する第 2 視野範囲 とが定め ら

れ、

前記反射部の反射領域の下端 は、少な くとも前記第 1 視野範囲の下

端 に位置 してお り、

前記結像部 は、前記第 2 視野範囲か ら外れた位置 に配置 されている

ことを特徴 とする据置型情報 コー ド読取装置。

[ 請求項 2 ] 前記反射部の反射領域 は、前記第 1 視野範囲の下端か ら上端 まで続

いていることを特徴 とする請求項 1 に記載の据置型情報 コ一 ド読取装

置。

[ 請求項 3 ] 前記ケー ス に おいて当該据置型情報 コー ド読取装置 を載置する載置

面側 に設 け られた底壁部 と、前記読取 口が形成 された読取側壁部 とが

対向 して設 け られ、

前記底壁部 と前記読取側壁部 との対向方向を上下方向 と した とき、

前記第 2 視野範囲の中心 となる光軸が前記上下方向 とな っていること

を特徴 とする請求項 1 又は請求項 2 に記載の据置型情報 コー ド読取装



前記ケースにおいて当該据置型情報 コー ド読取装置 を載置する載置

面側 に設 け られた底壁部 と、前記読取 口が形成 された読取側壁部 とが

対向 して設 け られ、

前記底壁部 と前記読取側壁部 との対向方向を上下方向 と した とき、

前記結像部の下端部 と前記反射部の下端部 とが前記上下方向において

略同位置 とな っていることを特徴 とする請求項 1 か ら請求項 3 のいず

れか一項 に記載の据置型情報 コー ド読取装置。

前記第 1 視野範囲の中心 となる光軸及び前記第 2 視野範囲の中心 と

なる光軸 を通 る平面 を切断面 と した断面 において、前記第 2 視野範囲

の両境界が前記読取 口の内周部 を通 ることを特徴 とする請求項 1 か ら

請求項 4 のいずれか一項 に記載の据置型情報 コー ド読取装置。

前記ケースにおいて当該据置型情報 コー ド読取装置 を載置する載置

面側 に設 け られた底壁部 と、前記読取 口が形成 された読取側壁部 とが

対向 して設 け られ、

前記底壁部 と前記読取側壁部 との対向方向を上下方向 と し、前記上

下方向 と直交する平面方向を水平方向 と した とき、前記第 1 視野範囲

の中心 となる光軸が前記水平方向に対 して傾斜 した下向 きに設定され

ていることを特徴 とする請求項 1 か ら請求項 5 に記載の据置型情報 コ

一 ド読取装置。
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